
学校長 式辞 

厳しい寒さに耐え開花した梅が気高く薫る今日の良き日、向井ＰＴＡ会長様並びにご来賓

の皆様をお迎えして、広島市立落合中学校 第３７回卒業証書授与式が挙行できますこと

を、卒業生はもとより教職員一同、心よりお礼申し上げます。 

 

卒業生の皆さん 卒業おめでとうございます 

一つのことを終え、旅立ちの日を迎えた今、皆さんの胸に去来するものは何でしょうか。 

落合中学校に入学したときのこと、友と語り勉学に勤しんだこと、苦しかった部活動、懐

かしい一コマ一コマが大切に刻み込まれていると思います。 

私もいくつか心に残ることがあります。体育祭でのパフォーマンス、合唱祭での全体合唱

「証」、最高学年としてのパワーが、今も力強くよみがえってきます。そして何よりも、先

輩の意志を受け継いだボランティア活動。地域に出向いていった清掃活動。あいさつ運動。 

これらは多くの人に評価され広島グッドチャレンジ賞という最高の栄誉をいただきました。

また、出前合唱という形で君たちの母校に帰り全員で合唱し、多くの方々に感動を与える

ことができました。私はこの落合中を、そしてあなた達を誇りに思います。 

中でも体育館での集合には心を強く打たれます。一人一人が高い意識を持ち静かに集まり

整列をしている。今までにない集合状態でした。素晴らしい学校や職場は集合で分かると

言います。この落合中を大きく変えてくれたことに感謝します。 

 

さて、卒業生の皆さん、皆さんは落合中を卒業するに当たり、これからやりたいこと、目

標や希望をそれぞれ持っていることと思います。その実現に一生懸命になれることはとて

も素晴らしいことであり、そして幸せなことだと思います。しかし、人生においては辛く

てもやらなければならないことが多くあります。 

卒業生の皆さん、これから歩む道はけっして平坦な道ばかりではありません。むしろ険し

い坂道が待っています。幾度となく困難に遭遇することでしょう。そんなとき、落合中で

培った心や絆を思い出し、志を貫いてください。 

 

終わりになりましたが、保護者の皆様、本日はおめでとうございます。皆様の大切なお子

さまを３年間お預かりいたしましたが、私どもの力不足で、ご期待に添えなかった点が多々

ありましたことをお詫び申し上げます。しかし、生徒たちは心根の優しい人間として成長

してくれました。これも保護者の皆様の学校に対するご理解とご協力のおかげと深く感謝

いたします。ありがとうございました。 

ご来賓の皆様、地域の皆様、本日は大変ご多用の中、式典に参列いただき、誠にありがと

うございました。高いところからではございますが厚くお礼申し上げます。卒業していく

生徒たちは、まだ多くの支えが必要です。今後ともご指導賜りますようお願い申し上げま

す。それでは、卒業生の皆さん、いよいよお別れです。皆さんの将来に幸多かれと祈り、

式辞といたします。 
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